
土
地
利
用
の
調
和

①
昨
年
度
は
５
年
毎
の
土
地
利
用
基
本
計
画

の
見
直
し
業
務
を
地
域
の
皆
様
や
関
係

者
か
ら
意
見
を
伺
い
、
土
地
利
用
区
分

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は

恩
納
村
の
土
地
利
用
の
方
針
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、「
恩
納
村
環
境
保
全
条
例
」

を
基
本
に
「
良
好
な
土
地
利
用
の
誘
導

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
若
年
層
の
住
宅
確
保
に
向
け
て
、
名
嘉
真

区
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
の
計
画
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③「
谷
茶
区
定
住
促
進
事
業
」
の
用
地
取
得

に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

検
討
委
員
会
を
発
足
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
若
者
世
帯
へ
空
き
家
を
貸
し
出
す
仕
組
み

づ
く
り
の
構
築
に
向
け
、
先
進
地
空
き

家
活
用
等
を
参
考
に
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑤
恩
納
通
信
所
返
還
跡
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
契
約
地
主
会
及
び
開
発
事
業
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
イ
ン
フ
ラ
等
の
整

備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
跡
地
利
用
の

早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
充
実

①
村
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
橋
梁
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
川
田
第
１
号
橋
の

橋
梁
架
け
替
え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

②
村
道
多
幸
山
線
災
害
対
策
工
事
の
実
施
設

計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
村
民
の
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

村
道
喜
瀬
武
原
線
及
び
、
村
道
勢
高
１

号
線
と
、
勢
高
２
号
線
の
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
た
め
に
、
村

道
の
除
草
作
業
等
を
実
施
し
、
万
全
な

対
策
で
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

⑤
第
３
次
拡
張
整
備
計
画
（
耐
震
化
事
業
）

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
仲
泊
配
水
池
建

設
工
事
（
機
械
・
送
配
水
管
）
及
び
老

朽
化
し
た
送
水
管
の
布
設
替
え
工
事
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
下
水
道
事
業
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
恩

納
第
２
地
区
の
管
路
工
事
及
び
機
能
強

化
事
業
で
山
田
地
区
の
管
路
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

⑦
新
た
に
名
嘉
真
地
区
の
下
水
道
整
備
設
計

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

⑧
供
用
開
始
し
て
い
る
喜
瀬
武
原
地
区
・
山

田
地
区
・
恩
納
地
区
の
処
理
場
等
つ
い

て
は
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

⑨
宅
内
配
管
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
村
民
へ

の
普
及
啓
蒙
に
取
り
組
み
、
接
続
率
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑩
村
営
住
宅
の
整
備
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民

の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。
既
存
村
営
住
宅
の
管
理
は
、
万
全

な
対
策
で
維
持
管
理
、
計
画
的
な
修
繕

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑪
安
富
祖
ダ
ム
の
建
設
は
令
和
３
年
度
が
ダ

ム
本
体
建
設
工
事
最
後
の
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ダ
ム
本
体
周
辺
整
備
工
事
を
障

害
防
止
対
策
事
業
に
よ
り
実
施
し
、
令
和

４
年
度
に
安
富
祖
ダ
ム
の
供
用
開
始
と
な

り
ま
す
。

環
境
衛
生
の
充
実

①
ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
、
分
別
収
集
や
再

資
源
化
の
徹
底
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て

防
止
に
努
め
最
終
処
分
場
の
延
命
化
、
更

な
る
ご
み
の
軽
量
化
等
に
よ
る
資
源
循
環

型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

②
生
息
拡
大
防
止
の
た
め
の
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

等
捕
獲
器
の
増
設
を
行
い
、
咬
傷
注
意
喚

起
活
動
や
関
係
機
関
と
連
携
・
強
化
を
図

り
駆
除
作
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
タ
イ
ワ
ン
ス
ジ
オ
に
お
い
て
も
同

様
に
対
策
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
適
切
な
斎
場
の
管
理
運
営
を
図
る
と
共

に
、
恩
納
村
墓
地
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
墓
地
指
定
区
域
へ
の
個
人
墓
の
集
約

化
促
進
と
南
恩
納
地
区
２
期
工
事
設
計
委

託
を
行
い
ま
す
。
ま
た
他
の
地
域
の
墓
地

に
関
す
る
届
出
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
対
策
の
拡
充

①
恩
納
村
地
域
防
災
計
画
及
び
恩
納
村
観
光

危
機
管
理
計
画
を
基
本
に
国
、
県
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
防
災
対
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
来
訪
者
等
（
観
光
客
）
向
け

多
言
語
防
災
マ
ッ
プ
作
成
及
び
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
策
定
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

②
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
が

「
減
災
」
に
つ
な
が
る
最
善
の
策
で
あ
り
、

今
後
と
も
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
適

切
に
分
担
し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

事
業
所
と
連
携
し
て
防
災
対
策
に
取
組
む

と
と
も
に
、
引
き
続
き
石
油
貯
蔵
施
設
立

地
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
消
火
栓
等
の

整
備
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
村
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
は
、
石
川
警
察
署
や
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
引

続
き
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
や
犯
罪

の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

の
適
切
な
管
理
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
の
設
置
に
取
り
組
み
、

明
る
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。　

　自
治
体
運
営

住
民
自
治
の
推
進

①
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
恩
納

村
地
域
づ
く
り
支
援
助
成
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

村
内
５
団
体
の
自
主
的
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

②
本
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
仲
泊
行
政
区
の
あ
し
び
な
ー

施
設
新
築
事
業
の
工
事
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
、
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
交
付
金
に
よ
り
塩
屋
区
公

民
館
建
設
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
基
本
設
計
業
務
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

行
財
政
運
営
の
充
実

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
行
政
需
要

が
多
様
化
し
て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
行
政
課
題
や

村
民
の
様
々
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を

目
指
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
よ
り
人
事
評
価
制
度
を

本
格
的
に
運
用
し
、
職
員
が
最
大
限
に

そ
の
能
力
や
個
性
の
発
揮
・
活
用
が
図

れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
組
が
加
速
し
て

お
り
、
本
村
行
政
内
部
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化

等
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

③
男
女
共
同
参
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

本
的
人
権
と
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
等
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
、
能
力
が
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画

の
実
現
を
目
指
し
、「
恩
納
村
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
ナ
ビ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
本
村
の
財
政
運
営
は
、
健
全
化
判
断
比
率
や

新
地
方
公
会
計
に
よ
る
財
務
諸
表
に
よ
る

と
比
較
的
健
全
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
着
実
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
中
長
期
財
政
計
画
目
標

達
成
に
向
け
て
、
投
資
的
経
費
等
の
削
減

及
び
村
税
等
に
係
る
未
収
金
徴
収
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き

ま
し
て
も
、
恩
納
村
の
魅
力
の
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
こ
れ
ま
で
村
民
の
福
祉
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
た
め
公
共
施
設
等
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

各
施
設
の
修
繕
費
用
や
維
持
管
理
費
は
、

年
々
増
加
し
て
お
り
、
中
長
期
財
政
計
画

と
連
動
し
た
施
設
の
更
新
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
に
は
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
見
直
し
た
う
え
で
、
令
和
10

年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
大
規
模
改
修
等

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
本
村
の
重
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
課
税
と
納
期
限
内
の
納

付
を
図
る
た
め
国
及
び
県
と
の
連
携
を
密

に
し
、
併
せ
て
電
子
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
等
に
伴
う
社

会
情
勢
を
鑑
み
、
納
税
義
務
者
に
対
し
、

き
め
細
か
な
納
税
相
談
・
納
税
指
導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
生
活
状
況
等

の
調
査
を
行
い
、
完
納
に
導
け
る
よ
う
職

員
の
資
質
向
上
を
図
り
納
税
意
識
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
窓
口
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
戸
籍
関
係
に
関
す
る
身
分
事
項

等
相
談
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
住
民
の
方
へ
寄
り
添
っ
た
円
滑
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
も
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑧
国
民
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
と
し
て
の
臨
時
特
例
の
免
除

申
請
及
び
現
行
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め

新
た
に
導
入
さ
れ
た
、
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
や
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

申
請
に
お
い
て
対
象
者
が
も
れ
な
く
申
請

で
き
る
よ
う
一
層
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
継
続
し
て
、
将
来
の
適
正
な
年
金
受

給
の
た
め
、
年
金
機
構
と
密
に
連
携
し
、

無
年
金
者
な
ど
の
発
生
予
防
に
重
点
を
お

き
、
村
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進
　

①
沖
縄
北
部
連
携
促
進
特
別
振
興
対
策
特
定
開

発
推
進
費
（
公
共
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
道
路
事
業
を
実
施
し
て
い
く
ほ

か
、
公
営
住
宅
事
業
計
画
に
向
け
た
取
り

組
み
を
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
　
令
和
３
年
度
村
政
運
営
に
あ
た
り
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
む

ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
村
民
目
線

に
立
っ
た
村
政
運
営
に
心
が
け
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
村
民
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

令
和
３
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

　
　
令
和
３
年
３
月
９
日

　
　
　
　
　
　
恩
納
村
長
　
長
浜
　
善
巳

　
　
施
政
方
針
と
今
年
度
に
取
り
組
む
主

な
施
策
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
　
全
文
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

５
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